
 

 

 

 

                                          

 

 

 

【テーマ】 

高校生が学校生活で困っている事と、高校教員の取り組みの実際 

～通常級・特別支援教室・特別支援学級等を卒業し高校生となった生徒たちの、 

学習・コミュニケーション・大学受験に関する困り感への支援を中心に～ 

 

【日時】 令和８年７月2７日（月）午後2 時30 分から午後4 時30 分まで 

                      （受付開始：午後２時 15分） 

【場所】 東京都立田無特別支援学校 体育館（東京都西東京市南町５－１５－５） 

 

【対象】教員（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 

教育関係機関職員の皆様 定員100 名 ＊先着順 

 

【内容】 

 

【参加申込み】 

   ・右のＱＲコードより、個別にお申し込みください。 

・先着順での受付となります。定員に達し次第、受け付けを終了します。 

・定員に達した段階で申し込みをされた方には、キャンセルの御案内を致します。 

・お申し込みを頂いた時点で、予約完了となります。申し込み確認の連絡はありません。 

・キャンセルされる場合は、【問い合わせ】原まで御連絡ください。 

 

 

 

    ＊裏面に、講師の御紹介があります。 

令和８年度 東京都立田無特別支援学校 

教育支援研修会（講演）の御案内 

申込期間 令和８年７月 1日（水）～17日（金） 

②《座談会》～高校の支援の現場から～ 

（司会） 

筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局（BHE）

助教 長山 慎太郎 氏 

（参加校） 

・全日制普通科高校 （進学指導推進校） 

・定時制総合学科高校（チャレンジスクール） 
 

（話題）＊予定 

・日常的にどのような支援を行っていますか。 

・小中学校から高校に進学してきた生徒について、高校段階

で特に支援が必要になりやすいと感じる場面はあります

か？ 

・高校段階での支援を見据えて、小中学校段階から大切にし

てほしいこと。  など 

①《講演》 

 

筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局（BHE） 

助教 

     長山 慎太郎 氏 
 

「発達障害のある高校生の理解と支援 

ー学習・コミュニケーション・進路選択における 

困り感と合理的配慮ー」 
 

（内容） 

・発達障害のある高校生の支援におけるポイント 

・高校から大学への移行における現状や課題 

など 

今回は、高校での支援の 

実際を“高校の先生”
に、お話して頂きます。 

 



 

 

 

 

講師の御紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【問い合わせ】 

東京都立田無特別支援学校 

副校長         篠原 正樹 

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  原 彩子 

髙取理津子 

電話番号      042-463-6262 

 

筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局（BHE）助教 

   長山 慎太郎 氏 

 

長山先生は、発達障害のある子どもや若者の教育を専門とされ、通常の学級にお

ける支援や学校現場へのコンサルテーション、障害のある学生の修学支援に取り組

んでおられます。また、発達障害のある高校生や保護者への相談支援にも携わって

こられました。今回は、高校段階の支援や高校から大学への移行、合理的配慮をテ

ーマに御講演いただきます。 


